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1　はじめに
　仕事への適性や能力にもまして、就職活動に必要な
属性はコミュニケーションスキルであるとされて久し
い。また、大学生や若い社会人に接する人たちは、対
象である青年たちにコミュニケーションスキルが乏し
いとしばしば指摘する。大学の授業において、自分の
コミュニケーションスキルや能力について問うと、多
くの学生が苦手であるとためらわずに答える。
　さて、実際にコミュニケーションスキルとは何であ
るか、また、大学の授業において教授することが可能
なのか、そういったことについて、授業実践例を上げ
て検討してみたいと思う。
　入学後のクラス初顔合わせの自己紹介において、学
生は最初に自己紹介した学生のパターンにのっとり、
ほとんどそこからはみ出さないことを自らに課して自
己開示する。たとえば、姓名、出身高校、部活、そし
て話しかけてくださいという決まり事のような挨拶。
標準パターンをほぼ最後の順番までつらぬく。また、
名前をアピールすることがなく、聞き取れないことも
多い。口を小さくあけて名乗り、早口で閉ざしてしま
うのだ。
　彼らがそのような行動を取るのは、目立たないこと
を優先するという、日本の思春期の標準的な自己開示
パターンから踏み出さないようにしようとするからで
あろう。特に中学校の時代、一様に同学年において強
い同調圧力が働くと聞く。いじめから身を守るために、
彼らは自己防衛として目立つことを避ける習性を身に
つけて大学に入学してくる。そのように振る舞わない
学生は、コミュニケーションに闊達かというと必ずし
もそうではなく、むしろ空気を読まないものとして軽
んじられてきてもいる。
　学生の大多数は目立たずにいて、他者との同調とい
うスキルを磨き続けたのだと想像ができる。しかし、
自己抑制的に行動するスキルを磨いたとて、それを自
らのアイデンティティとすることはできない。
　大学に入学したころより、マスコミやいわゆる「大人」
という社会的勢力は、コミュニケーションスキルによっ
て就職や異性との交際は決定されると考えているらし
いと学生は気づく。すると、コミュニケーションスキ
ルの有無に、今度は劣等感を持たざるを得ない。中等
教育における適応努力がコミュニケーションスキルの
不足を産む結果となるのである。
　核家族において、自分の父や母はモデルとはなりに
くい。父母が生きてきた時代と自分たちの世代の抱え
る問題が異なることは明白である。父母をそのまま取
り入れてみてよいのは、個人企業を継承する場合くら
いであろう。結果、大学生がコミュニケーション上手
としてモデルにするのは、テレビ番組におけるひな壇
というところに座って当意即妙に自らを語りつつ、他
者から上手に笑われるタレントである。同調すること、
目立たないことを目標としてきた彼らに、容易に手の
届くスキルではない。結果、一般的な大学生はコミュ
ニケーション弱者として振る舞うことになる。自信の
なさが一つの鎧になっているのだ。
　そこで、そのような大多数の学生に対して、授業を
通じてコミュニケーションスキルを発達させる実践例
を報告しておきたい。
2　授業を通じてコミュニケーションスキルについて
できること
　筆者はコミュニケーション論という共通教育（教養
科目）の選択科目を担当している。2年前までは司書の
資格に必要な科目であったが、資格取得必要要件から
離れて、翌年からは共通教育科目として開講されるこ
とになった。昨年度は、40人以上の受講生があった。2
年生から4年生まで、学科も4学科にまんべんなく渡っ
ていた。内容はプレゼンテーションの実践と、自分に
関するキャリア形成への態度を表明する実践を繰り返
して行った。できるだけ個別に指導していきたかった
が人数が多く、一コマの授業内で個人の資質を視野に
入れた指導をすることは難しかった。
　26年度の受講生は20人を切り、個人の資質を視野に
いれた指導が可能となった。現在13回の授業を終えて
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いる。毎回振り返りシートに感想と目標や反省を記入
してもらっているが、その記述から見ても学生の満足
度は低くない。実際に前に出て発表するうちに声が大
きくなり、笑顔で話せるようになり、グループワーク
で実効性のある活動が可能になってきている。
　受講生の数が少ないとはいえ、半期14回の授業で身
につけてもらえる技能には限りがある。親子の関係の
悪さや、過去の友人とのトラブルによる心的外傷に関
することなど、個人的な心理を扱うことはできないと
最初に述べた。スピーチやプレゼンテーションで扱う
内容は、秘密にする必要のない事柄とし、振り返りシー
トの内容もグループ内で共有することとした。
　課題内容は次のようであった。
1　具体的な表現での発表をする
2　他者からの話しを聞く態度形成
3　自分の意見を述べ、他者の意見を聴くディスカッ
ション
4　自分の意思を文章に表現する
　以上の4点については、
・2人での対話
・4人でのグループワーク
・全体へのプレゼンテーション
・8人程度のグループディスカッション
の形式が必要に応じてとられる。
　たとえば、1の他者に伝える課題では、2人での対話、
4人でのグループ、全体へのプレゼンと3つの対象を経
験する。
　2　については、どの課題においても最重要な態度で
あると強調される。
　3　については、各回に課題についてのグループでの
シェアリングやまとめ作業によって経験を積み、最終
的にはテーマを決めて8人による20分程度のディスカッ
ションを実施した。
　4については、書いては4人のグループの中で読み合
いコメントをする。訂正したのち、一コマを教師によ
る個人指導にあてて、各人に指導を行った。最終的に
仕上がった文章は、全体の前でプレゼンテーションさ
れた。
　指導した内容や気づいた点については、何度も繰り
返しグループワークで確認し、グループごとに発表を
した。さらに、プレゼンテーションに重要な要因につ
いて各人がまとめて、レクチャーを全体の前で行った。
　全体に向けてのプレゼンテーションは、14回のうち
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12回程度実施された。全員が発表できるようにした。
当初人前に出ることが苦手だと言っていたが、すぐに
ためらう気風は見られなくなった。そのための工夫は、
課題の2にある。以下、態度変容のための授業の工夫点
をあげる。
（聞く態度の形成）
　課題の2は、表出する行動ではなく受容する態度であ
る。むしろ、この受容態度を最も重視して伝えた。こ
の要件を1回目の授業で徹底したところ、全体でのプレ
ゼンテーションが一気にスムーズに運ぶようになった。
感想においても、他者が聞いてくれると安心できたか
ら、いくらでも話すことができた、という内容が多く
みられた。学生の許可を得たので、実際の振り返りシー
トから幾つか引用する。
　「他の人がじっくり聞いて面白いところで笑ってくれ
たので、とても話しやすく、発表するのが楽しかった。」
2年女子
　「他の授業で緊張してしまうのは、聞き手の聞くとき
の姿勢があまりよくないからだということが、わかっ
た」2年男子
　「聞く方がどれだけ真剣に聞く姿勢を保っているかで
話す人が話しやすいのかが伝わってきた」2年女子
（注意点の振り返り）
　態度を変容させるのを目的とする授業なので、講義
内容や留意点を繰り返し想起させ、発表させた。一般
的な講義科目では、一度述べたことを強調するのは冗
長であるが、コミュニケーションスキルに関する講義
と、それを活かした実習を重視したワークショップ方
式の授業なので、常に自ら意識して自分の行動パター
ンを変えられるように、何度も繰り返すことにした。
また、想起し定着させるために、グループで留意点を
話し合い、発表した。個人で発表時の留意点について
レクチャーとして構成させ、発表させた。
3　26年度の授業実践の報告
＃1　
・名前のプレゼンテーション。一人ずつ席に座ったま
まで自分の姓名を言う。
・言い方への指導。聞き取れないように言っているこ
との指摘。理由は、自分に人が関心がないと思って
いるから。しかし、実ははっきりと伝えないから人
は関心を持たない。今、要求されている課題はあな
たの氏名であるから、と伝えて、再度言わせてみる。
・姓　半呼吸　名前　語尾に気を配るように指摘。一
人ずつ言わせてみて、直しながら2巡する。良いケー
スを褒める。
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・前に立って発表するときの注意点について。姿勢、
顎の上げ下げによる効果について実演。姿勢とボディ
ランゲージについて。
・自分の長所について短くまとめて、発表する原稿を
作成。
・原稿をもとに前に出て発表。
・発表の前に、聞くことの態度を重視することを伝え
る。発表者の方を向く。関心をもつことを示すために、
うなづく、笑う、など表情で伝える。発表ではなく、
聞くことの態度肝要が本日の課題であると伝える。
・まとめ。感想の発表。
・グループによるシェアリング。
＃2　
・与えられた課題について前に出て話す。
・テーマをその場で与え、そのことについてとにかく
話しだす。落ちをつけず、できるだけ話して、話す
ことがなくなったら、氏名等を言って終わるという
課題を与える。
・ねらいは、定形に陥りがちなプレゼンテーションを、
自分がもっている固有の内容をきちんと伝えること
であるという基本コンセプトに戻す体験。
・聞く態度の強調。
・先週の再取り込み。名前を言う。発表の姿勢、声の
届かせ方。顔と身体の向き。
・発表へのコメントの形を取りながら、改善する点の
指摘。良かったところと改善するべき点。特に、話
しに具体性を持たせることがほとんどの発表に欠け
ていたことの指摘。その場で質問して具体性を引き
出してみる。
・グループ内でのコメント。シェアリング。
＃3　
・前回と同様の課題。前回発表できなかった学生が発
表する。
・先週の課題に加えて、話しについて質問をすること
で、話しを拡充するように、質問の工夫を課題に加
える。
・グループでのコメント、シェアリング。
・グループごとに代表を決めての発表。
＃4　　
・レクチャーをする。
・内容は、発表するときの内容と発表の態度の要点に
ついて。各人発表。
・発表についてグループ内でのコメント、シェアリン
グ。
・他者の状態へのコメントが振り返りシートに増えて
いく。他者から学ぶという姿勢が効果的に働いてい
る。
＃5　　
・尊敬する人についてのスピーチ。　
・具体的に話すことの強調。
・繰り返し、発表の要点に留意。特に聞く態度。
・発表についてのグループ内でのコメント、シェアリ
ング。
＃6　　
・対話。
・自分の5年後について文章にまとめたあと、それを4
人の人に話してみる。
・必ず異性の人にも話す。
・ねらいは、話しを聞いてもらう人に依頼をすること。
・対話において相手の話しを傾聴する。
・的確な質問をする。
・相手にわかるように話す。
・話しが面白かった人を記載し、どこがよかったかに
ついて振り返る。
＃7　　
・グループワーク。
・一定のルールで新しいグループを作るという課題。
・依頼、全体を俯瞰する。リードする。提案する。
・グループでのまとめの発表。とくに、形式まで美しく。
身体の向きや声の出し方で、相手に聞いてください
というプロポーズをすることの大切さを直前にレク
チャー。
・各自振り返り。
＃8
・文章を書くセッションの1回目。
・テーマは「5年後の自分について」。
・ねらいは生活全体を視野にいれたキャリアイメージ
の意識化。
・とにかく、書き出してみて、そのあとで、読み返し
て消してみると告げるが、一回目ではうまくいかな
い。
・グループで読み合わせ。
・各自発表。
・グループでシェアリング。
＃9　
・文章を書くセッションの2回目。
・書き上げてきたものをグループ内で読み合わせて、
コメント。
122
コミュニケーションスキル教授法に関する一実践
トの記入より）。
・前項とともに、他者へのコメント力があがった。変
えた方がいい点についてニュートラルに相手の立場
に立って述べることができるので、言われた方は受
け入れが容易になっている。
・発表の要旨が明瞭になってきた。結論を先に述べ、
理由や背景、具体性をいれる、などが身についている。
・グループでの話し合いがうまくなり、偏りなく発言
しているように見受けられた。
今後考慮すべき点
・人数が偶然にも20人以内に収まることによって、個
人個人に目くばりできる指導が可能になったが、講
義科目の設定なので受講生が多数の場合には指導方
法の変更が必要となる。一定の人数に調整できると
よい。
・毎回必ず前に出て発表することを1回目の授業で提示
し、困難を覚える学生には変更を申し出てもよいと
告げる。実際に次週から受講しなくなった学生が複
数いる。
・発表（プレゼンテーション）の留意点は、繰り返し
学生が自発的に口に出すようにしたが、新しい発表
内容になると、意識していた発表態度を忘れてしま
いやすい。
・内向的な性格傾向ゆえに、発表やコミュニケーショ
ンに苦手意識をもっている学生は、他者に受け止め
られることがわかると、発表への臆病さがなくなっ
た。一方最初からリーダーシップを持ち、発言にた
めらいのない外向的な性格の学生については、物足
りない部分があったように見受けられた。また、目
立った変化がみられなかった。
・前項を受けて、学生のタイプに応じた指導方法の工
夫が必要。
・グループ内での話し合いに全く無言という学生は見
受けられなくなったが、ともすると、発言時間を独
占する傾向のある学生がいる。最初から発言を控え
るように言うべきでなく、今後どのように全員が発
言し、内容に責任を持つかというグループワークの
イメージ共有は今年度できなかった。
・テーマを決めたディスカッションでは、知識や情報
の不足が目立った。コミュニケーションスキルには、
日常において、広く社会や見知らぬ他者への関心と
情報収拾能力が含まれる。そういった点についての
指導を十分に行うことはできなかった。
・グループワーク。一人の学生の内容を提供してもら
い、どうやったらわかりやすく書き換えられるかに
ついて。
・4グループが黒板に書いて発表。
＃10
・自分でほぼ書き上げた「5年後の自分」について、個
人指導。文章を書くセッション3回目。
・書きたいことの明確化。
・文章のそぎ落とし。
・段落の順番。
＃11
・「5年後の自分、キャリアイメージ」についての個人
プレゼンテーション。
・終了後、グループでのコメント。シェアリング。
＃12
・ディスカッション。
・8人のグループに分けて、長机を挟むように着席。
・テーマは「正規雇用と非正規雇用について」
・1グループ終了後、コメントをする。
・2グループ目。
・もう一度、最初のグループでディスカッション。
＃13
・ブレーンストーミング。
・テーマは「大学生の就職内定率を上げるには」
・8人グループを2グループ作る。
・同時に行わないのは、他のグループのやりとりを見
ていることから学ぶ体勢を重視するため。
・グループの結論の発表。
＃14　
（予定）
・課題のレポートをもとに個人の発表。
4　26年度授業実践における効果と考慮すべき点
効果があがったと思われる点
・自分の名前を述べるときの言い方が明瞭になってき
た。
・他者の発表を聞く態度がよい。
・前項に伴い、他者の前での発表に対して自信を持つ
ように変化。
・他者の発表を聞くようになった後、他者の発表内容
や態度を自らに取り入れようとするようになった。
教員が講義で述べた点よりも、他の学生の言動から
取り入れることの方が多い様だった（振り返りシー
